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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

未更新草地の新たな更新方法として、これまでの草地更新方法であるプラウ耕＋ロータリー耕前に、ロータリー

耕（耕起深7-10cm程度）による表層破砕を行う、又はプラウ耕前に表層に堆肥施用を行うことにより、放射性物質の

移行抑制ができる。

(1) 牧草の放射性セシウム濃度は、プラウ耕前にロータリー耕で表層を破砕した場合に低減した（図１）。

(2) 牧草の放射性セシウム濃度は、プラウ耕前に表層に堆肥を施用した場合に低減した（図１）。

(3) 放射性セシウム濃度は、一番草に比較し再生草で上昇するが、(1)(2)の処理により、再生草の放射性セシウム

濃度上昇の割合を抑制することができた（図１）。

(4) プラウ耕前のロータリー耕による表層破砕で、土壌中放射性セシウム高濃度層が均一化された（図２）。

(5) 土壌の深度別交換性カリ含量は、プラウ耕前に堆肥を施用したとき、15cm以下の層で高かった（図３）。

(6) (1)～(5)の結果は、下記によるものと推察できる。

ア ロータリー耕による表層破砕で、前植生やリター層等の有機物が塊のまま土中に埋没しないため、それらが

土壌と接触することにより、有機物に吸着していた放射性セシウムが土壌へ強固に吸着された。

イ プラウ耕前の堆肥施用により、放射性セシウム濃度の高い表層へカリが供給され、プラウ耕により土壌中へ

埋められた後、そこに根が到達しても牧草への移行が抑制された。

２ 期待される効果

プラウ耕実施前に、表層土壌をロータリー耕により破砕すること、又は堆肥施用等により表層の交換性カリ含量を

高めることで、放射性セシウムの移行がさらに抑制されることが期待できる。

３ 活用上の留意点

本試験は、草地更新を平成25年秋に実施したオーチャードグラス草地（黒ボク土）での結果である。
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図１ 牧草の放射性Cs137濃度 異符号間に有意差有り（p<0.05）,tukey多重比較検定(各番草毎に区間比較)
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※草地更新前に非選択性除草剤を用い前植生を枯殺

※施肥量 基肥 N-P2O5-K2O:10-10-10、苦土石灰:80、ようりん:60(kg/10a)（未更新除く３区共通、整地後播種時に施用）
堆肥：4,000kg/10a（プラウ前堆肥施用区のみ）

追肥 N-P2O5-K2O:5-5-5(kg/10a)×３回（早春、一、二番草収穫後）（全区共通）
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図２ 土壌の深度別放射性Cs137濃度（一番草収穫時）
異符号間に有意差有り（p<0.05）,tukey多重比較検定
（小文字：各区毎に階層間比較、大文字：各階層毎に区間比較）
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図３ 土壌の深度別交換性カリ含量（一番草収穫時）
異符号間に有意差有り（p<0.05）,tukey多重比較検定
（小文字：各区毎に階層間比較、大文字：各階層毎に区間比較）
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※牧草の放射性Ｃｓの吸収抑制対策として、カリ資材を増量し、土壌（0－15cm）の交換性カリ含量を30－40mｇ/100ｇ乾土程度で維持することが推奨されているが、

本試験では、これまでの吸収抑制対策以外の効果を明確にするために、吸収抑制対策以前の肥培管理を実施した。
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